
 

 
 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

本研修コースは新入社員、若手営業マンに対する研修として、広く定着、ご好評をいただいて

います。人材育成の一助として、本コースのご活用をよろしくお願いします。 

敬具 

 
コベルコ溶接テクノ株式会社 

溶接研修センター 

【開催日】 

 

 

        

 

 

       神戸製鋼グループの溶接材料及び溶接関連製品を取り扱っていただいている 

商社、代理店の新人、若手セールスマンの方 

 

 

 

溶接材料・溶接機の基礎知識の習得 

 溶接の体験（手溶接、半自動溶接） 

 接客の基本マナー、心構えの習得 

 営業の基本の習得（座学・グループ討議） 

 

 

   ５日間  ８４，７００円（消費税込み） 

前日からの５泊分の宿泊費、昼食費を含みます 

（前泊無し４泊の場合は７８，４００円、通いの場合は５３，２００円となります） 

講習番号 講 習 月 日 

ＳＦ６２ ２０２１年 ５月１７日（月）～２１日（金） 

ＳＦ６３ ２０２１年 ６月２８日（月）～７月２日（金） 

【研修目的】

【受講対象者】

【受講費用】



 

 

● 研修カリキュラムの一例と主な研修項目の内容 

★カリキュラムは変更する場合がございます 
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＜主な研修項目の内容＞
溶接実習①：　溶接を体験するとともに、被覆アーク溶接棒の種類（ライムチタニア系、低水素系）の違いを実感する。
溶接実習②：　MAG溶接を体験するとともに、使用するワイヤの種類（ソリッドワイヤ、フラックス入りワイヤ）の違いを実感する。ワイヤの載せ替えも練習する。

ロールプレーイング「技術相談」：　ディーラー営業マンの立場でユーザーから技術的問合せを受け、神戸製鋼の技術担当（講師）に確認しながら対応するのを模擬体験し、技術商談のポイントを学ぶ。

グループ討議：　「よいセールスマン」をテーマにグループで意見を出し合って考えをまとめて、最後にグループのスローガンを考えて、結果を発表する。

グループ発表：　「商談技術」をテーマにセールスマンが商談を成功させるまでのストーリーをつくり、それを実演してもらう。実際の商談現場と模擬体験し面談のポイントを学んでもらう。

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大対策として夜間研修は実施しない。

＜変更の履歴＞
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質疑応答
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質疑応答
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自習ﾃｽﾄ
（資料を配布し
て宿泊先にて

各自実施）

第
五
日

昼食・休憩

第
四
日

討議準備
・商談技術

ｼﾅﾘｵ作成と発表練習
・状況に応じて発表を前倒しする

昼食・休憩

レポート 「閉講式」
CSグループの活用について

技術相談のロールプレーイング

第
二
日

昼食・休憩 実技説明
レポート

質疑応答

第
三
日

グループ討議「よいセールスマンとは」
（ＫＳＬ営業部、研修G）

昼食・休憩

溶接実習③
「商談技術」にて選定したPR材料の焚き比べ

（ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎で2ﾌﾞｰｽ使用して定番品と
高付加価値品の焚き比べ）

討議準備
・商談技術

ｼﾅﾘｵ作成と発表練習

15:00 16:00 17:00

第
一
日

昼食・休憩
座学③
溶接の

安全教育
実技説明

レポート
質疑応答
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赤カタの見方 神鋼溶接総合カタログ

　セールス活動の模擬体験による営業の基本の習得 鋼材とその溶接部

　接客の基本マナー、心構えの習得 MAG溶接ﾜｲﾔの種類と特徴 溶接材料 ＳＥ-50Ｔ,DW-Ｚ100
　溶接の体験（手溶接、半自動溶接） 被覆ｱｰｸ溶接棒の種類と特徴 すみ肉溶接 SS400(12t×75w×300L)ようせつ

溶接材料 Z-44、LB-47,
　溶接材料・溶接機材の基礎知識習得 溶接の安全教育

2

MAG
溶接
体験

ﾋﾞｰﾄﾞｵﾝﾌﾟﾚｰﾄ SS400(16t×100w×300L）

SS400(16t×100w×300L）
溶接の概要 ＶＴＲ「鉄をつなぎ火花」 すみ肉溶接 SS400(12t×75w×300L)

テキスト

実
技

名称 試験板・溶接材料 数量 試行要否
別途資料

1
手溶接
体験

ﾋﾞｰﾄﾞｵﾝﾌﾟﾚｰﾄ

研
修

目
標

　受講対象者

研
修

計
画

座
学

講義名
　　㈱神戸製鋼所従業員、神鋼溶接材料及び溶接装置の扱い商社の新入社員。 ビジネスマナー

コースの目標 溶接用語

修正ｾｰﾙｽﾌﾚｯｼｭﾏﾝ研修（SF062)
新型ｺﾛﾅ拡大防止特別ｶﾘｷｭﾗﾑ

コース修正
（Rev.３) （Rev.２) （Rev.１)

承認 修正 承認 修正 承認

討議の準備
・よいｾｰﾙｽﾏﾝとは素材収集

・商談技術の前提条件

グループ発表｢商談技術」発表

・自習テストの解説
・赤方の見方（残り時間で可能な範囲を説明）

ｵﾘｴ
ﾝﾃｰ
ｼｮﾝ

座学①
溶接の概要

（VTR「鉄をつなぐ火花」）

座学②
被覆アーク溶接棒の

種類と特徴

溶接実習①
　　各種被覆アーク溶接棒による溶接体験

（ビードオンプレート、すみ肉溶接）

座学④
鋼材とその溶接部

溶接用語

座学⑤
MAG溶接ワイヤの

種類と特徴

溶接実習②
MAG溶接による溶接体験

（SE-50T、DW-Z100)

 

【お申込み方法】 

申込書に必要事項をご記入後、下記まで FAX してください。受付後、申込書に受領印を押し

て FAX にて返送、または電話にてご連絡差し上げます。お申込み頂いても、こちらから受領

の FAX または電話がない場合はお手数ですが下記までご連絡ください。 

 

【お問合せ先】 

コベルコ溶接テクノ㈱ 溶接研修センター 担当：皆川、小笠原 

〒251-8551 神奈川県藤沢市宮前 100-1 

TEL：0466-20-3020  FAX：0466-20-3003 

E-MAIL：minagawa.katsumi@kobelco.com  ogasawara.kano@kobelco.com 

ホームページ：https://www.kobelco-kwts.co.jp/services/welding_training/ 

 



（様式：一般）                                             受付№            

※注 ご記入いただいた氏名、住所、電話番号等の個人情報は、主に研修に関する手続き、研修コースのご案内、毎年の研修スケジュール等のご案内のため利用します。

上記以外の目的には利用いたしません。なお、当社の溶接研修をお申込みいただく場合はこれらの利用目的に同意したものとみなします。 

 
※注 ご記入いただいた氏名、住所、電話番号等の個人情報は、主に研修に関する手続き、研修コースのご案内、毎年の研修スケジュール等のご案内のため利用します。

上記以外の目的には利用いたしません。なお、当社の溶接研修をお申込みいただく場合はこれらの利用目的に同意したものとみなします。 

 
 

 年  月  日 

コベルコ溶接テクノ株式会社                       FAX № 0466-20-3003   
溶接研修センター行                           (TEL №) 0466-20-3020 

◆ JIS 溶接技能者評価試験受験ｺｰｽは 

（様式：JIS）をご利用ください。 

受講希望コース 

コース名: 

受講期間：    年  月  日～  月  日 （   日間） 

宿 泊： 無 ・ 有（前泊希望/ 無・ 有 合計  泊）  弊社契約ホテルを紹介･予約いたします

 

● ご質問・ご要望などがありましたら下記にご記入ください。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

申
込
担
当
者 

会 社 名 個人で受験の場合は未記入

書類郵送先 

（〇をつけてください） 

会社・自宅 

〒     －      

電話番号     －    － ﾌｧｯｸｽ番号     －    － 

所属・役職  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ         

ふりがな 

 
 

携帯電話番号     －    － 

ご希望の連絡方法 会社電話 ・ メール ・ 携帯電話 

受
講
者 

ふりがな 

 

氏 名 

 

男 

 

 

生年月日     年  月  日生（  歳） 

一般溶接研修コース 申込書 

20201001 
20201001 


